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◇特に評価の高い点

Ｉ福祉サービスの基本方針と組織
○法人の経営理念が、ミッション(社会に果たすべき使命)とビジョン(事業を通して実現したいことは何か）
に整理されて事業計画に明文化し、ホームページ上に公開されている。また、ホームページには「利用者
を集団としてではなく、一人ひとりの存在とそれぞれの思いを大切にかかわりたい」という管理者の思い
が込められた事業所独自の理念も明示されている。

Ⅱ組織の運営体制
○羽咋郡市障害者自立支援協議会の事務局を法人内に設け、地域の言謹学校、ハローワーク、企業等、関
係機関との連携を図り、地域の障害者支援のネットワーク構築に努力している。

Ⅲ適切な福祉サービスの実施
○新たに自立訓練事業を始めたこともあり、これまでの就労支援に加え生活課題へも支援を広げ、－人ひ
とりのニーズに丁寧に応え支援計画に反映させている。また支援計画に基づき、個別プログラムとして毎
日３０分の時間を使いそれぞれの課題や目標に向かって取り組む時間が設けられており、成果もみえてき
ている。

○利用者が晋段の生活のなかで抱いた興味や疑問、また不安が生じた場合などに対し、即応する取り組み
として専門家を招き講習会等を実施している。結果、社会生活への促進及びスキルの向上など、利用者に
変化が見られ、その変化を職員が確認できることで相互の意識や考え方に広がりがみられる。
○事業移行に際し、利用者の就労支援から見えてきた生活面の課題にアプローチし、両面から利用者の支
援の充実を図る取り組みは高く評価できる点であった。今後も、利用者の力を信じて身近で寄り添い、一
人ひとりの生活を支える姿勢を大切にされたい。

◇改善を求められる点

○管理者の役割を法人と事業所単体において整理し、サービス管理責任者の協力のもと、利用者一人ひと
りの存在と思いを大切にした支援が今後も継続されていくよう、中長期的な視点で検討されることに期待
＝一つ

フー･ﾉｃ

○上記に挙げた点とも関連する事項として、中長期的な視点から職員一人ひとりの課題及び目標を事業所
の方針と個人の希望に沿った形で設定できるよう、すり合わせの作業を行い、個別の研修計画を策定し､，
事業所職員全体の更なるスキルアップを図られたい･

○服薬については自己管理を原則としているが、実際には支援を必要とする利用者もおり、計画に反映さ
れているケースもある。服薬管理が必要となった場合に備え、薬の取扱い等についてのマニュアルを整備
され、その援助にかかるリスクマネジメント等に取り組まれたい。

④第三者評価結果に対する事業者のコメント
今回２年ぶりに受審しましたが、改ためて自己評価を通して自らのサービスを総点検すること
ができ、新たな気づきや改善点を沢山発見することができました。
評価結果については、特に管理者自身のリーダ､－シップの重要性と不十分さを認識するととも
に、人材育成面において個ﾉﾏの職員の意識並びに専門性の向上について、より積極的な観点から
進めるための実践が重要だと認識できました。
今後は、今回の結果を職員利用者家族と共有し、また改善に向けた弛まぬ実践を日々積み重ね
ていきたいと思います。



多機能型支援事菜所キッチンクラブおしみず

評価細目の第三者評価結果(障害福祉サービス）

評価対翻Ｉ福祉サービスの基本方針と組織

１－１理念･基本方針

１－１－（１）理念､基本方針が確立されている

①理念が明文化されている

②理念に基づく基本方針が明文化されている

１－１－（２）理念､基本方針が周知されている

①理念や基本方針が職員に周知されている

②理念や基本方針が利用者等に周知されている

多機睦型支援事菜所キッチンクラブおしみず

１－２計画の策定

１－２－（１）中･長期的なビジョンと計画が明確にされている

①中･長期計画が策定されている

②中･長期計画を踏まえた事業計画が策定されてい

１－２－（２）計画が適切に策定されている

①計画の策定が組織的に行われている

②計画が職員や利用者に周知されている

第三者評価結果

③。ｂ・ｃ

③｡ｂ・ｃ

④。ｂ・ｃ

④。ｂ・ｃ

第三者評価結果

④ｏｂ・Ｃ

④。ｂ・ｃ

④・ｂｏｃ

④。ｂ・ｃ

２

コメント

事業計画に法人の経営理念が､ミッション(社会に果たすべき使命)とビジョン
(事菜を通して実現したいことは何か)に整理され明文化されている｡また､率
菜所独自の理念も明文化され､ホームページ上に掲載されている｡率菓所理
念には､利用者を集団ではなく､個の存在と思いを大切にかかわりたい､とい
う管理者の思いが込められている。
事菓計画に法人の基本方針が､事業領域(ドメイン)、重点事菜(ﾀｰグｯﾄ)、
行動指針に分けて明文化されている｡また､率菜所独自の運営方針として、
人権尊重､就労･生活の支援､地域のネットワークについて明文化されてお
り､法人､事業所の理念を利用者一人ひとりに実践していくために職員が心
がけるべきことが銃み取れる内容となっている。

理念､基本方針については､事業計画に明示されており､職員全体会鰻にお
いて､管理者から職員へ説明､周知が図られている｡管理者は､周知状況に
ついて理念や基本方針を言葉としての理解だけではなく､実際のサービスと
して実践されるためには､どのような伝え方ができるのか､ということについて
問題意繊を持って取り組まれていることが聴取により確麗できた。
利用者､家族等への周知については､ホームページを立ち上げ､事菓計画を
掲載､閲覧できる環境を整備した｡また､紙の資料としても配布を行い､ホー
ムページが閲覧できない方にも周知が図られている｡また､利用者自治会、
家族会が毎月１回開催され､情報交換の場として活用されている．

評価機関アヴニール

コメント

法人としての中長期計画が策定され､事菜計画に明示されている｡事菓所と
しての今後の展望について､事業内容については制度の動向をしっかりと見
ていく必要はあるが､当面の課題として､長期利用の方が増えていることや
新規利用の方一人ひとりの様々なケースに対応していける職員のスキルアッ
プ(人材育成)や関係機関とのネットワークの必要性がサービス管理責任者
の言葉から伺えた。
事業計画には､理念･基本方針のもとに単年度の重点目標や､運営方針が
明確にされ､上記の項目でも挙げられている人材育成や関係機関との連携
に取り組まれている。

毎月開催の職員全体会鰻において､職員参加のもとで意見交換が行われて
いる｡また､各部署より､業務改善提案書を随時提出する仕組みがとられて
いる｡

職員に対しては､職員全体会鰻において説明､周知が図られている｡利用
者､家族等への周知については､毎月開催の利用者の自治会､家族会の場
を活用する他､事業所内への掲示やホームページに掲敏するなどの取り組
みが行われている。

評価機関アヴニール



多機能型支援事業所キッチンクラブおしみず

１－３管理者の責任とﾘーダーシップ

１－３－（１）管理者の責任が明確にされている

①
管理者自らの役割と責任を職員に対して表明して
いる

②
遵守すべき法令等を正しく理解するための取り組
みを行っている

１－３－（２）管理者のリーダーシップが発揮されている

①
質の向上に意欲を持ちその取り組みに指導力を
発揮している

②
経営や業務の効率化と改善に向けた取り組みに
指導力を発揮している

多機鎚型支援事業所キッチンクラブおしみず

評価対認Ⅱ組織の運営管理

Ⅱ－１経営状況の把握

Ⅱ－１－（１）経営環境の変化等に適切に対応している

①事業経営をとりまく理境が的確に把握されている

②
経営状況を分析して改善すべき課題を発見する
取り組みを行っている

③外部監査が実施されている

Ⅱ－２人材の確保･養成

②
人事考課が客観的な基準に基づいて行われてい
る

第三者評価結果

ａ●① ●Ｃ

④。ｂ・ｃ

③。ｂ・ｃ

④。ｂ・ｃ
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③。ｂ・Ｇ

③
・ｂｏｃ

ａ。ｂ・Ｇ

第三者解価結果

ａ ．① ●Ｃ

ａ●① ●Ｃ

コメント

管理者の役割と責任について､事業計画に明文化するとともに管理者自ら職
員全体会綴の場で説明している｡その妥当性の検証や周囲からの評価につ
いては､各会臓後に管理者と2名のサービス管理責任者とのミーティングにお
いて確鯉されているが､管理者自身は自身の取り組みや職員とのコミュニ
ケーションが十分出来ていないと考えている｡サービス管理責任者や職員の
言葉からは管理者への信頼の大きさを伺うことができ､事業運営も順調であ
ることから､管理者自身が不十分としている理由を明確にし､当事菜所にお
ける管理者のあるべき姿を検鉦されたい。
法令順守の徹底について､事巣計画において明文化されている｡また､管理
者からも会議の場で職員に対して伝えられている｡また､法人として守るべき
関係法令をﾘｽﾄ化し､一覧を作成している。

サービスの質の向上について､管理者参加のもと､職員全体会蟻､就労支援
会巌､生活支援会鰻を開催し､全体の菜務改善や個別のケース検討が行わ
れている｡この中でも管理者自身は､現場の職員に対して､具体的な方向性
を示せていないと自己を振り返られているが､利用者一人ひとりの思いを大
切にしたかかわりというベースの部分をこれまで時間をかけて伝えてきたこと
で､サービス管理責任者の成長がある｡今後は二人の力を活用して､質の向
上についての新たな仕組みづくりに取り組まれることを期待する。
毎月開催の事務局会鰻にて､経営分析が行われている｡また､会計処理に
ついては､会計事務所へ業務委託したことで､業務の効率化とともに業頼の
適正把握が可能となったことが､事菜報告書にて確鯉できる｡業務の効率
化､改善について､職員へ伝えることに関しては､管理者として不十分との自
己分析をされており､管理者から職員へ伝えることと､正確に伝わっているか
の確浬作業について､その方法を今後検討していただきたい。

岬価樫関アヴニール

コメント

行政機関や全国ネット(全国セルプ)との連携を図り､情報収集を行っている。
また､羽咋郡市の障害者自立支援惚睡会の生活就労部会立ち上げにあた
り､法人内に事務局を設置し､地域の養護学校､ハローワーク等との連携が
図られている。

職員全体会殿､事務局会鐙において､毎月の収支､各部署からの課題･要
望､コストダウンのための取り組みについて報告され､課題を整理している。
また､会臓の際に会計士からの指摘等について職員へ伝えられている。
法人の会計を委庇している公鯉会計士より日々のコスト削減等について指導
を受け､経営並びに業務の改善に活かしている。

コメント

人材育成について､事業計画に方針が明示され､法人をあげて取り組む姿
堂貝が関連分野の有貢格者を目指して圃
且怯噛か骨+面しｌＴｇ日吉4F1士士茄了無侯

勢が確浬できる｡職員に対しては､全員が関連分野の有資格者を目指して欲
しいとの考えを持ち､伝えているが､具体的な計画として明文化はされておら
ず､今後の取り組みに期待したい。
OJTに関しては随時実施し､人材の育成に努めているが､人事考課について
は必要性は感じているも実施には至っていない｡以前行っていた職員のペー
パーを使った自己評価は形骸化した感もあり､現在は実施されていない｡職
員個々の意欲向上､組織の活性化に繋がるような人材育成､評価について、

孟必妥涯は偲隠してい色も央胞には全っていない。以HlITTっていた唾且【

《－を使った自己評価は形骸化した感もあり．現在は実施されていなＬ
ヨ悶々の茸赦向卜釦圏の活神化１－聖が墨上弓な人材音歳騨ｲ茜'二つ

今後も検討をすすめられたい。

解価機関アヴニール

Ｉ



多機能型支援駆業所キッチンクラブおしみず

Ⅱ－２－（２）職員の就業状況に配慮がなされている

①醤認識噸蕊鵜必要があれば改

②福利厚生事業に積極的に取り組んでいる

Ⅱ－２－（３）職員の質の向上に向けた体制が確立されている

①噌露教育.研修に関する碁本姿勢が明示され

個別の職員に対して組織としての教育･研修計画
②が策定され計画に基づいて具体的な取り組みが
行われている

③罵鞘雰別の教育.研修叶圃の解価見直しを

Ⅱ－２－（４）実習生の受け入れが適切に行われている

①醗磯殿謝る基本的な姿勢を鴫礎

②署謄の育成について種種的な取り組みを行つ

多機能型支援事菜所キッチンクラブおしみず

Ⅱ－３安全管理

｡．①．。

｡．①。。

第三者評価結果

Ⅱ－３－（１）利用者の安全を確保するための取り組みが行われている

緊急時(事故､感染症の発生時など)の対応など
①利用者の安全確保のための体制が整備されてい
る

ａ●① ●Ｃ

②
災害時の利用者の安全確保の体制が整備されて
いる

ａ●① ●Ｃ

③
利用者の安全確保のためにリスクを把握し対策
を実行している ④・ｂｏｃ

６

事集計画に職員のメンタルヘルスを重視することが明記され､保健師による
カウンセリングの機会を設けたり､有給休暇が取得しやすい環境を整えるな
どの取り組みがなされている。

職員の企画による､食事会や旅行などのリフレッシュ行事が実施されており、
職員の参加率も高い。

事業計画の中に組織が職員に求める基本姿勢が明文化されている｡事業所
が求める専門技術･資格として､相談支援専門員､サービス管理責任者を計
画的に養成するとともに､社会福祉士資格の取得が求められている。
全体の研修計画は策定されているが､個別の計画は立てられていない｡職
員個々には､外部の研修案内を提示し､自ら参加したい研修の希望をあげて
もらう方法をとっている｡内部研修は､外部から購師を呼んで実施したり､外
部研修へ参加した職員からの伝達研修の形を取るなどして実施されている。
研修参加者は研修報告書を1週間以内に作成･提出し､職員全体会鰻の増
で報告を行い､職員への周知を図っている｡また､全体会鰹まで待てないよう
なタイムリーな内容の埋合は､終礼時に報告､資料やレポートの回覧を行っ
ている｡聴取の際､研修成果に対する評価分析を行うためには､個別の研修
計画が必要であるとの言葉も聞かれたことから､今後の取り組みに期待した
い。

就業体験実施マニュアルが作成され､訪問調査当日も養護学校からの実習
生が活動されていた｡受け入れにあたっては､養腫学校からの就菜体験や大
学､専門学校からの資格取得のための実習でそれぞれ担当職員が置かれて
いる｡実習前に本人､学校との間で実習目的や課題等の整理を行い､より効
果的な実習が出来るよう配慮されている｡実習担当者に対する研修は実施さ
れていないことから､より専門的な指導にあたれるよう､担当者のスキルアッ
プについて検肘されたい。
学校側とは実習受け入れに際して協議し､受け入れ後においても､学校の巡
回担当者との継続した連携を行っている｡資格ごとの専門的なプログラムに
ついて､社会彊祉士の実習プログラムを作成､受け入れを行っているが､そ
れが妥当なものである力､の確盟ができていないことからも､実習担当者の実
習指導に関する研修等への参加が求められる。

評価機関アヴニール

コメント

災害･事故等緊急時対応規程が定められている他､事故対応ハンドブックな
どを活用している｡安全確保に関する担当者は､役割一覧により整理されて
いる｡緊急時には､地域の消防署､駐在所､医療機関と連絡が取れる体制が
盛備されている｡また､自動車での配達が日常的に必要であることから､交
通事故のリスクについては繍習や勉強会を通じて常に意識するよう職員に伝
えているが､文書化はされていない｡リスクの回避や事故が起きてしまった時
に適切に対応できるよう､マニュアル化についても検討されたい。
災害･事故等緊急時対応規程の作成に加えて､消防署に出向いての防火及
ぴ消火訓練(学習)や警察署の協力を得た交通安全教室の開催などを行って
いる｡消防訓練は毎月実施している｡災害時の備蓄については､防災セット
を備えられているが､利用者全員と職員全員に対しての食料､飲料水等の備
蓄は不十分と考えられることから､今後の諜題として検肘されたい。
ヒヤリハット事例の収集､記録､回覧により､リスクの把握と事故発生防止を
図っている｡また､職員全体会識においても､安全管理についての検討が行
われている。

評価機関アヴニール



多機能型支援事業所キッチンクラブおしみず

Ⅱ－４地域との交流と連携

Ⅱ－４－（１）地域との関係が適切に確保されている

①利用者と地域とのかかわりを大切にしている

②事菜所が有する機能を地域に還元している

③
ボランティア受け入れに対する基本姿勢を明確に
し体制を確立している

Ⅱ－４－（２）関係機関との連携が確保されている

①必要な社会資源を明確にしている

②関係機関等との連携が適切に行われている

Ⅱ－４－（３）地域の福祉向上のための取り組みを行っている

①地域の福祉ニーズを把握している

②
地域の福祉ニーズに基づく事業･活動が行われて
いる

多機睦型支援事菓所キッチンクラブおしみず

評価対霧、適切な福祉サービスの実施

、－１利用者本位の福祉サービス

ｍ－１－（１）利用者を尊重する姿勢が明示されている

①
利用者を尊重したサービス提供について共通の
理解をもつための取り組みを行っている

②
利用者のプライバシー保護に関する規程･マニュ
アル等を整備している

Ⅲ－１－（２）利用者満足の向上に努めている

①
利用者満足の向上を意図した仕組みを整備して
いる

②
利用者満足の向上に向けた取り組みを行ってい
る

第三者鮮価結果

ａ●① ●Ｃ

④。ｂ・ｃ

④・ｂｏｃ

③。ｂ・ｃ

③。ｂ・ｃ

④。ｂ・ｃ

④。ｂ・ｃ

７

第三者評価結果

④。ｂ・ｃ

④。ｂ・ｃ

④｡ｂ・ｃ

④。ｂ・ｃ

、－１－（３）利用者が意見等を述べやすい体制が確保されている

①
利用者が相鮫や恵見を述べやすい環境を整備し
ている ④。ｂ・ｃ

②
苦情解決の仕組みが確立され十分に周知･機能
している ④。ｂ・ｃ

③
利用者からの意見等に対して迅速に対応してい
る ④｡ｂ・ｃ

８

コメント

事菓計画に基づき､弁当配達､パンの店頭販売など地域に根ざした事菜を展
開している｡地域に根ざした施設作りは.設立当初から継続されており､地域
住民からの声かけや生産物への注文など職員からの日頃の作業活動の様
子の聴取により､地域の方への周知や利用者との関係も良好であるとの印
象を持った｡利用者の外出などの際には町のコミュニティーバスを活用するな
ど地域の資源を有効に利用している。
町の委託を受け､食の自立支援サービスを実施している｡また､毎年､地域
の高齢者宅へ弁当の無料配布を1ｏ年近く続けている｡養謹学校や小学校に
は､パン作り教室やクリスマス会を－緒に行ったり､地域住民からの注文に
対しては､パン－つでも配達するなど大切に対応されている。
ボランティア受け入れマニュアルを作成し､ボランティアに関する基本姿勢を
明文化している｡ホームページ上にも募集の案内が掲戴され､配達や作菓を
利用者と一緒にしてもらう活動内容となっている。

自立支援協議会事務局で作成した資源マップを利用｡行政と連携し､個別に
必要な社会資源の摘報提供を行っている｡職員には､管理者より情報を伝え
ている。
｢羽咋郡市障害者自立支援協綴会｣事務局を法人内に設け､地域の養謹学
校､ハローワーク､企業との連携を図り､生活就労部会にて､個別ケース検
肘及び地域ネットワーク､地域課題の検討等を行っている。

自立支樫塊塑今生透就労部会にて､関係団体との連携を図り､ニーズ把樫
ができる仕組みがある｡毎年行われている地域の高齢者宅への弁当無料配
布事業の叶画から､実施当日まで民生委員と協力して行っている｡また､食
の自立支援サービスの実施を通じて､地域の福祉ニーズ把握を行っている。
ニーズに基づき､就労移行､自立訓練、日中一時支援事業を実施している。
事業計画には､当事業所を含め､法人全体の事業､活動を明示している。

解価機関アヴニール

コメント

浬念･運営方針に利用者を尊重したサービスの実施が明示されている｡ま
と､法人で利用者の櫓利擁腫規程､障害福祉サービスガイドラインが股けら
h'ている他､施設内に利用者の虐待防止についての掲示がなされている｡内
部研修では､倫理観や人権意職､虐待防止をテーマとして具体的なあり方を
研修している。
生活支援マニュアルにて､プライバシーに配慮した支援の方法が明示されて
,､る｡更衣室やトイレにエアコンを整備し､快適な空間づくりを行っている｡人
目を避けたい時に相談室などが自由に使えるようになっているが､今回の評
面にあたって実施された利用者アンケート中に－人になれる空間が欲しいと
の意見もみられていることから､使える空間として周知されているかどうかの
篭盟も必要と思われる。

食事メニューに関する噛好鯛査を実施し､メニューに反映させている｡毎月、
利用者の自治会､家族会が開催され､挙がってきた意見を終礼や会綴にお
いて検討している｡また､事業内容についての意見や要望についての窓見を
聴き､事業の継続･変更等の検討において参考にしている。
利用者の親の高齢化に伴う､将来の不安等のニーズに対して､その他の家
族への相談やグループホーム､ケアホームの増設に取り組んでいる。

意見箱は2箇所設遥され､管理者直通のものも用愈されている｡また､利用
者自治会(月１回)で､担当職員が聴き取りを行ったり､職員が日常のかかわ
りの中で恵図的に聴き取りを行う場合もある｡相談室は共用スペースから雛
れてプライバシーが守られる環境となっている。
苦情解決の体制が整備され､重要事項脱明書に記載されているとともに事勇
所内に掲示されている｡苦情を受け付けた際は､必ず利用者､家族等へ口副
で相談､説明を行い､職員全体会腿にて職員間の周知を図っている｡また、
ホームページ上で苦情内容について公表されている。
利用者からの意見に迅速に対応できるよう、日々のかかわりにおいて相談し
やすい関係づくりを意職してかかわっており､言葉として思いを伝えられない
利用者に対しては､いつもと違う様子の変化に気づくことを大切にしている。
職員個々 の気づきは終礼で集約し､それぞれの見方や気づきを共有すること
に取り組まれている。

解価機関アヴニール



多機態型支援事業所キッチンクラブおしみず

、－２サービスの質の確保

Ⅲ－２－（１）質の向上に向けた取り組みが組織的に行われてる

①誌謝譜ついて定期的に縛価を行う体制

②:職認請書組麹として取り組むべき課

③腎題に対する改善策.改善針画を立て実施してい

、－２－（２）個々のサービスの標準的な実施方法が確立している

①蟻鮪竺蘇懸騨瀞施方法が文

②職瀞曹譲について見直しをする仕組み

多機能型支援事業所キッチンクラブおしみず

、－２－（３）サービス実施の配録が適切に行われている

①撫鰐繭ｻービｽ実鰭状況の腿録が適切

②利用者に関する記録の管理体制が確立している

③欝智状況等に関する憤報を職員間で共有化

Ⅲ－３サービスの開始･継続

第三者評価結果

a，。ｂ・ｃ

ａ，。ｂ・ｃ

９

a，｡ｂ・ｃ

ａ，。ｂ・ｃ

ａ）。ｂ・ｃ

第三者評価結果

ａ●① ●Ｃ

コメント

今回で3度目の第三者評価の受審であり､併せて自己解価も全職員が行って
おり､計画的に解価を行う体制が整っている｡担当者は受審ごとに施設長が
決定し､とりまとめ等を行っている。
自己評価や第三者評価結果を受け､課題を要約･データ化して要点をまとめ
たものを全職員に配布している｡ひとつひとつの課題について組織全体で意
職できるよう取り組みが行われている点は高く評価できる点であった。
繰題については､職員全体会鯉および各部署での会臓にて改善策や改善計
画を提案し､検討を重ねている｡このような検討から迅速にサービスに反映で
きた結果も確浬でき､今後もより－層の取り組みに期待する。

支援計画作成のマニュアルをもとに個別支援計画書を作成し､職員全員がひ
とりひとりの支援について共有化が図られている｡併せてより具体的な実施
方法を示す事ができるよう利用者ひとりひとりの支援実施書が作成されてお
り､作業等の手順はもとより､個々の牛蚤全般の部分や本人が困難に感じて
いる部分もサポートできるよう､利用者の全体像を理解しての計画となってい
る。
作業部署別に3ヶ月ごとの定期見直しを行っている｡見直し時には利用者の
意見を十分に反映できるよう､通常より利用者と鯖を行う機会を設けられるよ
う心がけている｡以前は6ヶ月の期間で見直しを行っていたが､日々変化する
利用者の思いを確浬し支援にあたりたいという考えから期間が短縮され､こ
の点は特に評価される｡反面､ひとりひとりの支援の難しさも感じるようになっ
たとのことから､さらなる取り組みに期待する。

評価機関アヴニール

利用者の日々の様子は日報形式にて部署ごとに個々の配録を行い､また、
個別ケース記録には日々の記録を基にモニタリングを行った結果や分析を記
録している｡記録にばらつきが生じないよう､終礼時に利用者全員の記録を
醜み上げ､確浬･修正を行うとともに､鞭員全員が情報共有できるよう努めて
いる点は高く評価できる。
法人による規定により文書主任がおかれ､サービス管理者が個別支援計画
やケース配録の管理を行っている｡個人情報保腫や情報開示については、
法人全体の会鰻では徹底され､また､利用者への契約や計画書脱明の場面
でも話をする機会が持たれている｡今後は職員個々が意蹴できているか確麗
できる椴会を作られる事に期待する。
各部署の会醗にて全体会織に必要な傭報の分別を行い､職員全体会脳にて
情報の共有を行っている｡また毎日の終礼時に個々の情報を伝達することで
詳細な情報も共有しており､今後も継続的に取り組まれたい。

コメント

愚鯛し圃意ｐ･上…’
Ⅱ饗事項眼明聾では内谷ｚ
Ｌ１１－かLlLで

1０ 評価樋関アヴニール



多機能型支援事菜所キッチンクラブおしみず

、－３－（２）サービスの継続性に配慮した対応が行われている

①溌鵬謁濡灘騨調ｻー

、－４サービス実施計画の策定

Ⅲ－１－（１）利用者のアセスメントが行われている

①定められた手順に従ってアセスメントを行っている

②
利用者の繰題を個別のサービス場面ごと明示し
ている

Ⅲ－１－（２）利用者に対するサービス実施計画が策定されている

①サービス実施計画を適切に策定している

②
定期的にサービス実施計画の評価･見直しを行っ
ている

ａ１．ｂ・ｃ

第三者評価結果

③。ｂ・ｃ

④・ｂｏｃ

②
。ｂ・ｃ

③。ｂ・ｃ

1１

一般就労や他の事業所へ移行する場合には､これまでの経過とともに個人
の特徴や能力等についてまとめたものを移行先に渡している｡作成にあたっ
ては本人と十分に鯖し合い､本人の了承を得ている｡サービス提供終了後も
職員が移行先に出向く機会を設け､本人および関係者からの情報収集を継
続し､また､行事等への参加を呼びかけ､退所後もいつでも相談に応じること
ができるよう体制作りに努めている｡今後も取り組みを継続し､他機関等との
連携の拡大に期待する。

コメント

手順に沿い丁寧に時間をかけてアセスメントが行われており､結果､アセスメ
ンﾄ項目以外の情報も確浬する事ができ､より個々の思いに沿った計画･支
援に繋がっている｡また､短期間にモニタリングする事で再アセスメントする
機会が増え､本人の変化がわかるようアセスメント表に追加肥鮫することも多
くなっている｡今後はこれらの情報をうまく活用するためアセスメント様式の見
直し等を検肘され､さらなる工夫に期待したい。
今年度より個別プログラムの時間を設け､毎日３o分個々の課題に取り組ん
でいる｡現在､試行中とのことが､個々のスキルアップに有効な手段となり、
意欲向上の機会ともなっている｡今後はその効果等について評価を行い､創
意工夫を重ね取り組まれたい。

個別支援計画策定の手順に沿って計画を策定し､ケア会臓にて本人の承駆
を得ている｡会織開催までに本人と話し合いに十分に時間をかけ､本人の思
いと実態にそった計画策定に努めている｡また家族も本人の思いに寄り添う
ことができるよう､面談に同席してもらう他､普段より電鱈や手紙を書いて伝
えるなど､日々の努力が伺える。
利用者ひとりひとりのニーズに沿った計画策定に努め､定期的な見直しの折
にも利用者本位の視点を重視して行っている｡また就労･生活の変化がみら
れれば､その都度関係者で協臓を行い計画の見直しを行っている｡また､家
族の入院等による急な環境変化にも即応され､併せて本人の気持ちの変化
にも十分に配慮している点は高く評価できる。

評価盛閣アヴニール



多機能型支援事菜所キッチンクラブおしみず

評価細目の第三者評価結果(障害福祉サービス）

評価対勇Ａ－１利用者の尊重

Ａ－１－（１）利用者の尊重

①コミュニケーション手段を確保するための支援や工夫がなされている

②利用者の主体的な活動を尊重している

③
利用者の自力で行う日常生活上の行為に対する見守りと支援の体
制が整備されている

④利用者のネンパワメントの理念にもとづくプログラムがある’

多機鯉型支援事某所キッチンクラブおしみず

評価対認Ａ－２日常生活支援

Ａ－２－（１）食事

①サービス実施計画に基づいた食事サービスが用意されている

②
食事は利用者の噛好を配慮した献立を基本として美味しく､楽しく食
ぺられるよう工夫されている

③食事環境(食事時間を含む)に配慮している

Ａ－２－（２）入浴

①
入浴は､利用者の障害程度や介助方法など個人的事情に配慮して
いる

②入浴は､利用者の希望に沿って行われている

③浴室･脱衣場等の環境は適切である

第三者評価結果

④｡ｂ・ｃ

つ
。ｂ・ｃ

③
ｏｂｏｃ

ａｏｂ・ｃ

第三者評価結果

３・ｂＤＣ

④・ｂ・ｃ

④・ｂ・ｃ

第三者解価結果

ａ。ｂ・ｃ

ａ。ｂ・ｃ

ａ｡ｂ・ｃ

２

コメント

通常より絵や写真､文字カードなどを活用し､コミュニケーション手段の拡大
を支援している｡個別プログラムにおいてコミュニケーション能力を高める計
画もなされ､実際の場面でに活かすことができるよう取り組んでいる｡また、
言葉以外から表出される気持ちも確浬できるよう､家族から日常の様子の情
報を収集したり､本人の微妙な変化を見逃さないよう表情や行動に気をつけ
たりしており､十分な取り組みがなされている。
利用者自治会では､職業支援や余暇活動についての意見が出され､その意
見の多くは行事計画やサービス向上に反映されている｡時に時事よりの意見
があがれば早急に対応し､利用者の安心･満足に繋がっている｡今後は利用
者が意見を出す場としてだけではなく､主体的な取り組みや役割を見出す事
ができる場として支援したいという意向があり､さらなる発展に期待する。
利用者本人ができる部分は､むやみに支援するのではなく､見守る姿勢で関
わっている｡また本人ができると思っている部分ができていない部分であった
場合には､自尊心を傷つけないように関わり､利用者自身が納得．気づきに
繋がる支援を心がけている。
今年度より毎日作業終了後の30分間｢個別プログラム｣の時間を設け､ひと
り－人のニーズに応じた自主学習に取り組んでいる｡また､外部講師を招い
て､健康管理や金銭管理など様々な社会生活力の向上に向けた取り組みも
なされ､利用者の社会参加への促進およびスキルアップに繋がっている｡こ
れらの活動や利用者の変化から職員の意職や考え方にも変化が見られ､相
互を高める機会となっており､今後も継続して取り組まれさらなる発展に期待
したい。

解価機関アヴニール

コメント

定期的な噌好調査を実施するとともに､毎朝の体調チエックにてその日の健
康状態の把握に努め､個々に適切な食事内容で提供を行っている。
利用者参加の食事サービスを委員会を開催し､食事に関する意向を確麗し
献立等に反映し､季節に合わせた行事食等をを盛りこみエ夫を凝らした食事
サービスを提供している｡また､個々のニーズにそって食器･食材･味付け等
を変え､可能な限り対応を行っている。
季節ごとにパーティションで区切りを変え､室温を快適に保っている｡食堂は
食事時間以外に他の活動場所として使用する事もあるため､食事時間には
テーブルに紙ナプキンや調味料を瞳いて区別できるようにしている｡食事時
間も幅を持たせ､個々の作業の進み具合に応じて食事がとれるように提供し
ている。

コメント

通所事業のため､適用外

解価樋関アヴニール



多機能型支援事菓所キッチンクラブおしみず

Ａ－２－（３）排池

①排池介助は快適に行われている

②トイレは清潔で快適である

Ａ－２－（４）衣服

①利用者の個性や好みを尊重し､衣服の選択について支援している

②衣類の着替え時の支援や汚れに気づいた時等の対応は適切である

多機能型支援率菜所キッチンクラブおしみず

Ａ－２－（５）理容･美容

①利用者の個性や好みを尊重し､選択について支援している

②理髪店や美容院の利用について配慮している

Ａ－２－（６）睡眠

①安眠できるように配慮している

第三者評価結果

④。ｂ・ｃ

④・ｂ・ｃ

第三者評価結果

④・ｂ・ｃ

④・ｂ・ｃ

３

第三者評価結果

④・ｂ・ｃ

④。ｂ・ｃ

第三者評価結果

ａ。ｂｏｃ

４

コメント

排池マニュアルが股けられており､職員はいつでも確浬できる状況となってい
る｡実際に直接支援が必要な利用者は少ないが､声をかけ促しが必要な利
用者には､毎日担当職員を決めて対応にあたっている。
清潔に提供されるよう、日常の清掃に加え職員自らが利用したときに点検し、
環境美化に努めている｡今年度よりエアコンを設置し､環境設備にも努力され
ている。

コメント

衣服の選択についてもマニュアルが設けられ､本人の意向を尊重し､気候や
場面に不向きな服装である場合には.本人の自尊心を損なわないように配慮
して声かけを行っている｡また､私服から作薬服に着替える機会や行事等で
フォーマルな服装をする機会を通じ､日頃より服装を意識できる場面も提供し
ている。．

衣服に汚れが見られた場合には､必要に応じてシャワーを使用したり､洗濯
の支授を行ったりして対応している。

鮮価樋関アヴニール

コメント

身だしなみについては､利用者の好みを尊重し､行事等の折りにおしゃれが
できる椴会を提供する事によって意礎が高まるよう働きかけを行っている｡今
後は､就職活動の場面においても整容を窓繊できるような取り組みを行って
いく計画がなされており､今後の取り組みに期待する。
支援が必要な場合には､本人が希望する理美容室に予約をしたり､代金の
支払いの支援を行ったりしている｡初回の利用時には同行し､本人との関わ
りに必要な事項を理美容室の方に伝えている。

コメント

通所事菜のため適用外

評価樋関アヴニール



多機能型支援事業所キッチンクラブおしみず

Ａ－２－（７）健康管理

①日常の健康管理は適切である

②必要な時､迅速かつ適切な医療が受けられる

③内服薬･外用薬等の扱いは確実に行われている

多機能型支援事業所キッチンクラブおしみず

Ａ－２－（８）余暇･レクリエーション

①余暇･レクリエーションは､利用者の希望に沿って行われている

Ａ－２－（９）外出･外泊

①外出は利用者の希望に応じて行われている

②外泊は利用者の希望に応じるよう配慮されている

第三者解価結果

④。ｂ・ｃ

④。ｂ・ｃ

ａ●① ●Ｃ

５

第三者解価結果

④。ｂ・ｃ

第三者評価結果

３。ｂ・ｃ

ａ。ｂ・ｃ

６

コメント

保健･健康管理の担当者を設け､年１回の健康診断を実施するほか､普段の
生活から健康を意職する機会として､歯磨き支援や保健師･栄養士による健
康購座などを開催している｡また､嘱託医との連携も深く､健康診断の他､健
康についての講話や指導も行っている｡これらの取り組みから医療機関に結
びつきにくかった利用者が相餓や診察を行う機会拡大となっている。
利用者の体調に変鯛があった場合には､個々の主治医への連絡･同行を行
い対応にあたっている｡普段から各主治医との情報共有を心がけ､精神科へ
の受診については､職員が受診時にの引率し､普段の生活の様子等を伝え
るなどの積極的な関わりを行っている点は高く解価できる。
薬については原則的に自己で管理してもらうためか､マニュアルは整備され
ていない｡一方､服薬支援が必要な方には､個別支援計画書に基づき支援を
行っており､薬の量や糎類等は処方菱等の書類を本人もしくは家族から提供
してもらい確麗を行っている｡また､事業所として数種類の市販薬を常備して
いるが､個々の副作用等の危険性を考慮し､ほとんど使用していない状況で
ある｡現時点で服薬管理が必要な対象者はいないが､実際には支援を行っ
ているケースもあることから､服薬管理が必要となった場合のマニュアルの整
備及び､薬の取扱いに際してのリスクマネジメント等への取り組みに期待す
る｡

解価機関アヴニール

コメント

利用者自治会や日頃の関わりから希望を確鯉し､各穏行事への反映に努め
ている｡企画によっては利用者の参画も募り､いろいろな役割を担ってもらう
事で参加意欲の向上にも繋がっている。

コメント

地域のイペントや情報などを事業所内に掲示し､外出支援のきっかけとして
いる｡また必要に応じて他機関と連携し外出支援サービス等に繋ぐケースも
ある。

通所事業のため､適用外

評価機関アヴニール



多機能型支援事業所キッチンクラブおしみず

Ａ－２－（１０）所持金･預かり金の管理等

①預かり金について､適切な管理体制が作られている

②
新聞･雑誌の購読やテレビ等の利用者の意思や希望に沿って利用で
きる

③
晴好品(酒､たばこ等)については､健康上の影響等に留意した上
で､利用者の意思や希望が尊重されている

多機能型支援事菓所キッチンクラブおしみず

Ａ－２－（１１）就労支援

①本人のニーズに合わせて就労支援を行っている

②就労支援を行うにあたり事業所の環境に配慮している

第三者解価結果

④ｏｂ・Ｃ

④ｏｂｏｃ

④・ｂｏｃ

７

第三者評価結果

④。ｂ・ｃ

④｡ｂ・ｃ

８

コメント

預かり金については原則行っていない。自己管理できる環境については鍵つ
きの個人ロッカーを貸与し,使用方法についても支援している｡金銭管理につ
いては小銭から生活全般の管理まで､個々のニーズに応じて個別支援計画
に基づき支援を行っている｡また多重債務等の危険性なども意職できるよう
購座を開催するなど､金銭管理についての意職が高められるよう多方から支
援している点は高く評価できる。
共用の新聞や書籍については､利用者の希望に添って数種類提供されてい
る｡中には就労意職が高まってきた事から､経済関係の書範の希望が出て
提供されているものもあった｡テレビについては､テレビ鑑賞のマナーを作成
し､なぜマナーが必要なのかの根拠もわかりやすく説明してあることで利用者
の理解を深める取り組みとなっている。
喫煙については､所定の塙所にて休憩時間のみ可能となっている｡アルコー
ルについては普段は飲用する機会はないが､行事などで提供する事もあり、
飲用についてはあらかじめ主治医に確鯉をとっている｡飲酒･喫煙ともに正し
い浬織を持つ事ができるよう､外部購師などによる健康講座を開催しひとりひ
とりのスキル向上に役立てている。

鮮価機関アヴニール

コメント

ハローワークや障害者職業センターなどと密に連携を図るほか､一般就労に
向け企案実習なども積極的に行い､就労体験の機会の拡大に努めている。
就労支援は個別支援改革書に基づき､個々のニーズやスキルに配題した支
援がなされている。
食品関連の作業を中心に､各エ程ごとに作菓を分菜し､利用者は個々の
ニーズおよびスキルの応じて担当している｡普段から一般就労に繋がった利
用者から近況を聴く機会もあり､利用者全般に就労に対する意臓が高まって
いる｡また､これまでは､個々 の作業スキルの向上を目標とすることが多かつ
たが､就菜体験を重ねる事で企菜が求める人材との差違があった事から､今
後も分析を重ね取り組みの向上に期待する。．

評価樋関アヴニール


